
市 の 人口
人 口 114,700人(+ 　 79人)
男 55,845人(+ 　68人)
女 58,855人(+ 　11人)

世帯数 50,311世帯(+ 　　62)
※（　）内は前月比較
令和元年6月末現在
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市のホームページはこちら▶
http://www.city.urasoe.lg.jp

浦添市公式アプリは
こちら▶【表紙の写真】てだこ保育園（浦添市経塚）
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　浦添市に在住する就学前・小学生の児童をもつ保護者の
皆さんの子育てに関する生活実態やご意見・ご要望を把握
し、施策の方向性の検討や、教育・保育事業の需要量の見込
みを設定するうえでの参考とするために
平成31年１月に調査を実施しました。

子ども・子育てに関する
アンケート調査を行いました。

保育園の１日（3歳児クラス）
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 登園してくる子どもたちをお出迎
え。機嫌や体調の変化など保護者に
自宅での様子なども聞きます。その
日の子どもの様子を保育士間で共
有して保育に入ります。

７：１５ 開園・登園・自由遊び
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 子ども達がそろったら朝の集いが
始まります。出席を取ったら、年齢や
季節にあわせて読み聞かせや跳び
箱、工作など事前に計画をしたプロ
グラムを行います。

９：１５ 朝の集い・活動
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 園児と同じ給食を食べながら、食事
の様子を見守ります。給食を通して
「甘いね」「おいしいね」と声をかけ合
いながら、楽しく食事ができるよう
配慮しています。

１１：３０ 給食
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　保護者が子どもを迎えに来ると、
園児たちのその日の様子を伝えて見
送ります。園児が帰った後、明日の保
育環境の準備をして帰宅します。園
内研修、保育会議を行うことも。

16：15 順次降園
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　おやつを食べた後、みんなで帰り
のうたを歌ったり、さようならのあい
さつをしたりします。自由遊びから
子どもの自己表現や自制心、社会性
を学びます。

１5：００ おやつ・自由遊び
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　子どもが寝ている間もうつぶせ寝
など子どもの安全に気を配ります。保
護者への連絡ノートの記入や保育・行
事に向けての制作物の作成や職員会
議なども定期的に行っています。

１３：００ 昼寝
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Interv
iew

　市長がてだこ保育園を訪れ、朝の出迎
えからおむつ替え、一緒に体を動かして園
児達とふれあいました。市長は「子どもと
過ごせて楽しかったが、体力も使い保育士
の大変さがわかりました。がんばれ保育
士！！」と激励しました。士！！」と激励しました。

し
ま
す
。

松本市長の

保育士体験

「保育士のやりがい」
保

てだこ保育園
比嘉 裕太 先生（保育士歴12年）

育士になってよかったなと思うのは、子どもが日々成長していくの
を間近で見られることです。3歳から卒園までの3年間受け持って

いたクラスの子ども達が卒園するときに「ありがとう」と言ってくれた時、嬉
しくて喋れないくらい泣いてしまいました。
　男性保育士としての特徴を生かし、か
けっこやサッカーなど、体を大きく使った
子どもとの遊びなど、父親的な役割の
できる保育士がいることで保育の幅も
広がると思います。保護者から「子ど
もが楽しそうに保育園の話をしてく
れるので毎日話を聞くのが楽しみで
す」と言われたときはとても嬉し
かったですね。

園児と遊ぶ▶
松本市長　
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無回答

40 60 80 100（％）調査の結果はこちら▶

子育てや教育に影響すると思われる環境
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家庭×保育×地域＝ハッピーキッズ

みんなで て、みんなで つ。育 育
ハッピーキッズ

て、みんなで つ育

※保育士の勤務形態は、早番・遅番などのシフト制で、労働時間を所定内におさめるようになっています。
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庭・地
域
社
会・保
育
園
等
施
設
に
お

け
る
教
育
は
、バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
大
切
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
未
来
を
生
き
抜
く
子
ど
も

達
に
と
っ
て
、目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
力

や
人
と
う
ま
く
関
わ
る
力
な
ど
、「
人
間
と

し
て
生
き
て
い
く
力
」を
育
む
事
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
力
は「
遊
び
」の
中
か
ら

主
体
性
や
頑
張
る
力
な
ど
を
、「
愛
情
」か
ら

信
頼
感
や
安
心
感
を
得
る
こ
と
で
育
ま
れ

て
い
き
ま
す
。

　子
ど
も
は
家
庭
や
地
域
社
会
、保
育
園
等

の
関
わ
り
合
い
の
中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
お
父
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、地
域

の
人
び
と
や
保
育
士
と
協
力
し
合
っ
て
子
育

て
し
て
い
く
た
め
に
は
、お
互
い
が
情
報
共

有
し
な
が
ら「
み
ん
な
で
育
て
る
」こ
と
が
大

事
で
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、親
を
は
じ
め

そ
こ
に
関
わ
る
人
や
地
域
も
成
長
し
て
い

く「
み
ん
な
で
育
つ
」に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　「子
ど
も
が
主
役
」の
ま
ち
を
作
る
た
め

に
、子
ど
も
達
が
そ
の
時
々
で
最
も
必
要
と

し
て
い
る
事
は
何
か
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
子
育
て
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
の
た
め
に
。

◆保育に集中できる職場環境づくり

　ICTが保育の現場に入ることは、一見温かみのある場所に冷たいものが
入ってくるように感じられるかもしれませんが、保育士の「事務的仕事」の負
担を軽減し、子ども達と関わる時間を増やすために考え出されたのが保育
のICT化です。

ICTを導入すると温かみがなくなるのでは？

園児一人一人の
保育計画が立てられるように

テクノ保育園
赤嶺 きよの 園長

　「保育現場のICT化」を知っていますか？保育士の「長時間労働」や「勤務管理」が問題と
なっている昨今、タブレットやスマートフォンなどを使って忙しい保育士の業務負担を軽
減するために開発されたのが保育のICTシステムです。

　園児の保育計画は、子どもの育ち・様子を踏まえた上で
個別な計画を立てます。今までは情報整理に時間がか
かっていましたが、ICTを導入することで今までのデータ

から子の育ち・様子をすぐ
に収集でき参照しやすくな
りました。個々にふさわしい
計画を繰り返し立てること
が可能となり、時間短縮に
つながっています。

人間性や温かみを残したい部分は
あえてアナログに

たくし保育園
稲泉 茜 先生

　登降園管理や、メールでの欠席連絡、シフト作成などを
ICT化することで、今まで手書きで時間がかかっていた事
務作業を効率化することができました。
保護者と保育士の間で人
間性や温かみを大切にし
たい部分、園児の1日の様
子を伝えるときはあえて連
絡帳に手書きしてバランス
をとっています。

ICT化で出来ること
●園児の登降園の管理
●保育料請求
●保育日誌や指導案の作成
●保護者との連絡
●職員のシフト作成　など

登園の連絡対応が大変
朝忙しい時間に子どもを受け入

れながら電話対応するのは大変。

職員の勤務シフト作成が大変
分刻みの出勤シフトを作成するの
は職員の数が増えるほど時間が
かかります。

延長保育料等の計算が大変
　登園記録や延長保育計算、手
計算だと時間がかかりミスも多く
チェックするのも一苦労。

アプリでカンタン連絡！
　メールなど欠席や遅刻の報告
を受け取り。お便りも保護者へ一
斉に送ることができます。

自動でシフト作成
　出勤簿の自動作成・職員の勤
怠管理から全体・個別の集計、帳
票を作成できます。

保育料計算を自動化
　タッチパネルなどを使って保護
者が操作することで、登降園の時
間が自動入力。延長保育料も自
動計算されます。

欠席

パタ
パタ

保育士 保育士

保護者保育園

登園 　降園

登園の連絡対応が大変

れながら電話対応するのは大変。

保育士

ICT
導入前

アプリでカンタン連絡！
　メールなど欠席や遅刻の報告
を受け取り。お便りも保護者へ一
斉に送ることができます。ICT

導入後

あなたに寄り添う

子育て支援情報
子育て中のお父さん、お母さんが
親子でホッとできるふれあいの
場や子育て支援サービス　

を紹介します。

　依頼会員と援助会員同士が地域での子育てを助け合う活動
です。子どもの送迎や預かりなどを支援します。
※利用するには事前に会員登録が必要です。

浦添市ファミリー・サポート・センター

児童センター（児童館）

あなたに伝えたい市民講座

浦添市内間２‒１８‒２（１０１号）
（浦添市地域福祉センター内）
☎（８７０）００７３

 浦添市では、各小学校区に1ヶ所、合計11ヶ所の
児童センターを設置しています。児童の健全育成
を目的とした施設で、子どもたちが自由に来館し、
遊ぶ場です。様々な行事やクラブ活動のほか、親
子交流や子育て相談なども行っています。

　乳幼児の子どもと、子どもを持つ親同士
が交流を深める場です。子育てについての
不安や悩みも相談することができます。

　　　浦添市では、家庭、地域の教育力の向
上と社会教育・生涯学習の推進を図ることを
目的に「家庭教育」を共通テーマに掲げ市民
講座を年5回開催しています。子育てのヒン
トに受講してみませんか？詳しくは広報うらそ
え、市ホームページでお知らせします。

●てぃんさぐ ☎（８７０）０８７４
浦添市西洲３-１-１
サンエー浦添西海岸
ＰＡＲＣＯ ＣＩＴＹ（３階）

●ほるとの家 ☎（979）9889
浦添市牧港１-６４-6
 ほるとのき保育園（３階）

●柿の実ひろば ☎（878）2171
浦添市前田１-１１-１７ 柿の実保育園内

※4歳児および幼稚園年中児以下の利用は保護者同伴が必要です。

若草児童センター

内間児童センター

西原児童センター

経塚児童センター

宮城ヶ原児童センター

まちなと児童センター

浦城っ子児童センター

森の子児童センター

うらそえぐすく児童センター

宮城っ子児童センター

前田ユブシが丘児童センター　

伊祖3‒44‒1

内間3‒28‒12　

西原4‒9‒1

経塚1‒17‒1

宮城2‒4‒1

牧港2‒38‒2

伊祖2‒13‒2

勢理客1‒4‒1

仲間2‒47‒5

宮城3‒7‒3‒1

前田323

（877）0047

（876）1502

（878）1766

（876）4100

（876）1895

（873）1898

（878）6815

（874）7610

（874）0417

（870）0227

（871）1558

電話番号児童センター名 所在地

講座

学童保育終了後の▶
子どもの預かり　

子育て支援センター

シフト表

教育総務課 社会教育係（内線☎6061・6062）
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「大成ホーム・シンバネットワーク協力事業 平成30年
度 市民の夢応援プロジェクト第18回浦添市まちづくり
プラン賞」の受賞団体報告会がハーモニーセンターで行
われ、14団体が参加しました。
団体からは、「蝶ハウスの設置、食草や蜜源の苗木の植

樹」や「大分県佐伯市市民ミュージカルへの出演、交流
事業」、「浦添八景の看板設置」など、1年間の活動内容や
成果の報告がありました。地域の活性化につなげるさま
ざまな取り組みを紹介し、まちづくりへの意欲や活動の
成果を通して見えてきた今後の課題点などを話し、より
よい浦添市への実現に向け、熱い想いが伝わる報告会と
なりました。

6/22（土） よりよいまちづくりの実現へ

７/15（月） みんなの海をみんなできれいに

７/９（火） 出張読み聞かせでしまくとぅばにふれる７/10（水） 犯罪のない明るい社会のために

カーミージーで「海の日ビーチクリーン2019（一般社
団法人うらそえ里浜・未来ネットワーク主催）」が行われ、
港川自治会や企業・行政・大学等から大人・子ども含め
約110人が参加しました。この活動は、市民・企業・行政
等の協働による西海岸・里浜の保全・活用に向けた取り
組みとして、これまで定期的に開催しています。
回収されたごみは燃えるごみ430kg、燃えないごみ

70kg、資源ごみ300kgで、その中には草むらに隠された
バーベキュー後のごみや空き缶などがありました。参加
者は「きれいな海を守るためにごみはきちんと持ち帰る
ようにしてほしい。これからも清掃活動を続けていくこ
とが大切だ」と話しました。

6/22（土） ・23（日）
「島守のうた」迫真の演技に涙誘う

「出張！おはなしのたから箱」の1回目が浦添市内のも
こもこ保育園で開催されました。
これは小さな子どもたちにしまくとぅばや地域の話に

触れてもらうきっかけとして始まった企画で、図書館ス
タッフやボランティアスタッフが、浦添市内の保育園、幼
稚園、児童センターなどに出張して、読み聞かせ会を行う
ものです。今回は、お話以外に手遊びや指人形で子ども
たちと一緒に楽しみ、最後は沖縄の喜びの踊り「カチャー
シー」を皆で踊りました。子どもたちは大きな声で笑った
り、動きを真似して踊ったりして楽しいひと時を過ごして
いました。

浦添市中学生海外短期留学生派遣事業結団式が中
央公民館で行われました。市内の中学校から選ばれた５
人の生徒が約３週間の短期留学（アメリカで語学研修と
ホームステイ）に出発します。
嵩元教育長は「アメリカで出会う多くの人達に沖縄や

浦添の良さを伝えながら共通点や相違点を見つけ、学ん
だことを周りの人達に伝えてください」と激励しました。
神森中学校の永

な が は ま

濱優
ゆ う の し ん

之心さんは「お互いの文化を認め
合う力を育てていきたい。また、この留学を通して学んだ
ことを日頃の学校生活に活かしていきたいです。必ず成
長して戻ってきます」と期待を胸に話しました。

浦添市青少年健全育成市民会議主催により、第33回
「浦添市少年の主張大会」がハーモニーセンターで行わ
れました。市内各中学校代表10人が、日常生活をとおし
て考えていることを会場の人たちの前で堂々と発表しま
した。最優秀賞は丹

た ん の

野 惺
し ょ う た

太さん（神森中3年）、優秀賞は
大城 佑

ゆ う た ろ う

太朗さん（港川中3年）、太田 渚
な つ き

月さん（神森中
3年）が選ばれました。最優秀賞を受賞した丹野さんは、
「他人の心は目にみえないものです。それをよく考えるこ
とは、互いを思いやる心へ繋がります」と熱く語りました。
受賞した3人は、9月3日（火）に開催される第34回「那

覇地区少年の主張大会」へ派遣されます。

犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生への理
解や、犯罪のない地域社会を築こうとする全国的な運動
の一環として、第69回「社会を明るくする大会」（中部南
保護区推進委員会主催）がてだこホール小ホールで開催
されました。
大会では浦添市内の小中学生が考えた社会を明るく

する作文の中から優秀作品に選ばれた38人が表彰さ
れ、同作品から３人が意見発表を行い、港川中3年の稲
福そらさんは社会を変えるために自分や地域ができるこ
となどの大切さを訴えました。また、盲目セラピストの松
山真由美さんは講演のなかで、明るく生きていくことの
大切さを伝えました。

浦添平和発信事業～うらそえ平和演劇会～「島守の
うた～あした天気にしておくれ～」が慰霊の日を含む2日
間、てだこホールで公演されました。この劇は、沖縄戦で
多くの県民の命を救い、「島守」と呼ばれている当時の沖
縄県知事島田叡

あきら

と県警察部長荒井退造の物語。
演者として、浦添市のピースメッセンジャーも加わり、

若い世代が当時の戦時中の様子を舞台で演じ、迫真の
演技に涙を拭う観客も多くみられました。演者からは「演
じることで戦争への理解が深まった」、観客からは「劇
中に流れた映像がリアルさを増し、涙せずにはいられな
かった」と声が聞こえ、それぞれに平和の大切さを実感
する公演となりました。

７/３（水） 飛び出せ若者！飛び出せ日本！！７/4（木） 日頃の思いを「少年の主張大会」
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を
楽
し
め
る
場
所
に
し
ま
し
た
。
木
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
べ
る「
木
育
ひ
ろ
ば
」で
は
温
か
み

の
あ
る
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
ま
す
。
小
さ

な
子
ど
も
達
に
は
、木
の
手
触
り
や
香
り
、音
、

リ
ズ
ム
な
ど
に
触
れ
て
い
つ
ま
で
も
覚
え

て
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
親
達
の
自
由
の
た
め
に
子
ど
も
を

預
け
る
託
児
所
に
は
し
た
く
な
い
と
の
思

い
で
、
保
護
者
同
伴
の
施
設
と
し
ま
し
た
。

是
非
、
子
ど
も
達
と
一
緒
に
木
の
お
も
ち
ゃ

や
絵
本
で
存
分
に
遊
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。
あ
っ
と
い
う
間
に
大
き
く
な
っ
て
い
く

子
ど
も
達
を
膝
に
抱
え
て
い
ら
れ
る
時
間

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

　
最
後
に
私
の
個
人
的
な
オ
ス
ス
メ
は
、
子

ど
も
た
ち
は
パ
パ
と
一
緒
に「
木
育
ひ
ろ
ば
」

で
過
ご
し
な
が
ら
、
マ
マ
は
ゆ
っ
く
り
と
買

い
物
や
映
画
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

パ
パ
に
と
っ
て
も
、マ
マ
に
と
っ
て
も
、も
ち

ろ
ん
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
有
意
義
で
ス

テ
キ
な
、一
石
三
鳥
な
時
間
に
な
り
ま
す
よ
。

　
浦
添
市
は
、サ
ン
エ
ー
浦
添
西
海
岸
パ
ル

コ
シ
テ
ィ（
以
下
、パ
ル
コ
）３
階
に
、商
業

施
設
内
で
は
県
内
初
の
市
営
と
な
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
」を
開
設

し
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
キ
ッ
ズ・フ
ァ
ー

ス
ト
宣
言
を
行
っ
た
浦
添
市
と
し
て
、子
育

て
を
テ
ー
マ
に
パ
ル
コ
側
と
協
議
を
繰
り

返
し
行
い
、そ
の
結
果
、「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
」の

開
設
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
施
設
に
は
関
係
者
の
た
く
さ
ん
の

想
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、こ
の
施

設
は
も
と
も
と
浦
添
市
内
間
に
あ
っ
た
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
の
家
」

が
移
転
し
て
き
た
も
の
で
、こ
れ
ま
で
は
土

日
が
使
え
な
い
、駐
車
場
が
足
り
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、こ
の
よ
う
な
形
で
の
再
出

発
と
な
っ
た
の
で
す
。
新
た
な
名
称
で
と

も
考
え
ま
し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
思

い
出
を
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
に「
て
ぃ
ん

さ
ぐ
」と
い
う
名
前
を
残
し
ま
し
た
。

　
て
ぃ
ん
さ
ぐ
は
、こ
れ
ま
で
の
公
設
公
営

で
は
な
く
民
間
の
華
や
か
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
と
の
コ
ラ
ボ
で
す
。
子
育
て
も

明
る
く
オ
シ
ャ
レ
に
楽
し
み
た
い
と
い
う

パ
パ
マ
マ
た
ち
の
声
を
取
り
上
げ
、シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
中
に
子
育
て
相
談
や
親
子
交
流
が

出
来
る
よ
う
、子
ど
も
用
品
売
り
場
の
中
に

開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
に
、ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
デ
ジ
タ
ル
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、逆
に
ア
ナ
ロ
グ
な「
木も

く

育い
く

」

一
石
三
鳥
？

問い合わせ：保育課（内線☎ 3633）

・食パン８枚切り ……４枚
・クリームチーズ ……30ｇ
・無塩バター …………大さじ２
・三温糖 ………………大さじ２
・卵 ……………………１個
・小麦粉 ………………大さじ３

栄養成分表示（１人あたり）
エネルギー 250㎉／たんぱく質
6.2ｇ／脂質10.9ｇ／食塩相当量
0.6ｇ

①食パンにクリームチーズをぬって、もう 
　一枚をかぶせ２枚１組にする。
②三角形になるように４等分に切る。
③無塩バターをクリーム状に練り、三温
　糖、卵、小麦粉の順に加えてよく混ぜる。
④②の食パンの上に、③をたっぷり塗る。
　（周りに垂れても焼くと固まります。）
⑤200度に予熱したオーブンで１０分程
　焼く。

材料（４人分） 作り方

トライアングル
お家でも作れる！簡単おやつ

23品目

レシピ提供：保育課 池原 千夏

トライアングルは、保育園の子どもた
ちに大人気のメニューです。簡単に作
れるので、子どもと一緒に作ってみて
も楽しいですよ♪

　　　

金
きん

城
じょう

奏
そ わ

和 ちゃん（7か月）経塚在 大
おお

庭
ば

康
こうせい

誠 ちゃん（9か月） 当山在 宮
みや

城
ぎ

悠
ゆう

陽
ひ
ちゃん（4か月） 宮城在

アメコミュ：ポジティブに行こうぜ Be Positive, Have Self-confi dence!

　日本人はほめられる時やものをあげる時など自分の失敗
談やダメな部分をさらして、けんそんした態度をよく見聞きし
ます。しかし、アメリカにいる時このような発言をあまり耳に
することがないので驚きました。アメリカ人は日本人と違って、
自分を否定するような発言をしないからです。もちろん、それ
がごうまんというわけではありません。
　日本においてけんそんは美徳と言うけれど、過剰なけんそ
んはごうまんになりかねません。建前の文化もあるため、日本
人同士はけんそんした態度を常に求めています。面白いこと
に、この考え方は海外でも最近広まっているところです。外国
人の日本語を褒めた時に、「いいえ、まだまだです」などの反
応を聞いたことはあるでしょうか。理由がわからなくても、け
んそんした態度が好ましいと言われているため、日本文化を
勉強している外国人はみんなこの表現を知っているはずです。
　けれども、本音を言えば、日本人のけんそんの文化は自虐
的な行為に過ぎないかとアメリカ人が思われます。本来なら
ば、アメリカ人は自分に自信を持つ人物がわかりやすく、付き
合って楽しいと思われます。自分のいいところを自分でほめ
て、周りの人にそのまま伝えること、つまりは自分に自信を持
つことが大切です。そうするうちに、周りからも自分の長所を
ほめられるようになりますし、自信アップにつながります。英
語力をほめられたら、「まだまだ」ではなく、「ありがとう」と素
直に受け入れてみてください！

　During my time in Japan, I have noticed many times how 
Japanese always point out their faults or mistakes whenever 
they receive praise or give gifts. Yet, growing up in America, 
I rarely heard these expressions and hardly thought to use 
them myself. I don’t mean to say that Americans are too 
prideful, but that they don’t tend to put themselves down like 
the Japanese do.
　In Japan, modesty is a virtue, despite being overmodest 
leading to one being seen as arrogant. Thanks to the culture 
of putting up a front, Japanese are able to expect this type of 
modesty amongst one another. On a side note, even foreigners 
have begun to pick up on the modest culture of Japan. I’m 
sure you have heard the phrase, Iie, mada mada desu, when 
you praise a foreigner on their Japanese. Although foreigners 
might not know the reason behind using this phrase, people 
studying Japanese culture and language understand the 
importance of being modest.
　However, Americans honestly think that Japanese modesty 
is sometimes akin to having no self-confidence. To begin 
with, Americans think that people with self-confidence are 
easier to understand and fun to be around. Being able to 
understand, praise, and tell others about your strong points 
is an important asset of American culture. In doing so, others 
will begin to see your self-confidence, and also praise you, 
thus reinforcing that confidence! So the next time someone 
praises your English, don’t say it’s nothing great, because it is! 
Instead, try thanking the other person for their kind words.

vol.12

笑顔が

とって
も可愛

いパーパ

だーい
すき♥

カメラ目線で、ハイ！チーズ！

▲子育て支援センター「てぃんさぐ」



浦
添
市
立
図
書
館

☎（
８
７
６
）４
９
４
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、８
月
11
日（
山

の
日
）、13
日（
火
）

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読　

日
時

9
月
1
日（
日
）午
前
11
時

～
正
午

対
象

英
語
学
習
に
興
味
の
あ
る

人（
中
学
生
く
ら
い
の
英
語
力
か
ら
）

定
員

20
人

講
師

新あ
ら
か
わ川

智と
も
き
よ清

氏（
元
沖
縄
工
業

高
等
専
門
学
校
教
授
）

■
ゼ
ロ
か
ら
学
ぶ
沖
縄
の
歴
史
入
門

日
時

8
月
17
日（
土
）午
後
2
時

～
午
後
3
時
30
分　

対
象　
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上

定
員
60
人（
要
申
し
込
み
先
着
順
）

講
師　
上
里
隆
史
氏
（
浦
添
市
立

図
書
館
長
・
琉
球
歴
史
家
）

申
し
込
み　
7
月
16
日（
火
）～

■
浦
添
市
市
制
50
周
年・
開
館
35
周

年
記
念　

浦
添
市
立
図
書
館
利
用

カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
イ
ラ
ス
ト
公
募

　

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ

ン
を
2
種
類
募
集
し
ま
す
。

①
浦
添
市
立
図
書
館
（
外
観
や
読

書
し
て
い
る
人
な
ど
図
書
館
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
も
の
）

②
移
動
図
書
館「
と
し
ょ
ま
る
」

応
募
期
間

8
月
１
日（
木
）～
10

月
31
日（
木
）

応
募
資
格

市
内
在
住
・
在
学
の

小
中
高
校
生

応
募
方
法　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
所
定
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

の
上
応
募
く
だ
さ
い
。

入
賞　
各
デ
ザ
イ
ン
か
ら
１
人
ず

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）0
1
1
9

■
救
急
法
講
習
会（
普
通
Ⅰ
）

「
助
け
た
い

　
　
　

思
い
を
ワ
ザ
に
救
急
法
」

　

成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
、
止
血
法
、
異
物
除
去

法
な
ど

日
時

8
月
17
日（
土
）
午
後
１
時

～
午
後
４
時

場
所　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定
員

30
人（
浦
添
市
在
住
・
在
勤

の
人
優
先
）

費
用　

無
料

申
し
込
み

8
月
16
日（
金
）ま
で

（
受
付
時
間
は
土
日
・
祝
日
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

　

９
月
の
総
合
健
診（
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
）
の
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

申
し
込
み　
８
月
7
日（
水
）～
9

日（
金
）
沖
縄
県
健
康
づ
く
り
財
団

☎（
８
８
９
）
６
４
５
２

実
施
日　
９
月
7
日
（
土
）・
8
日

（
日
）

場
所　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
w
e
b
予
約
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
が
ん
受
診

券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

浦
添
市
美
術
館

☎（
８
７
９
）３
２
１
９

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日

※
8
月
12
日（
月
）は
開
館

開
館
時
間
：
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
開
館(

最
終
入

館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で)

▲美術館
ホームページ

▲美術館
Facebook

■
令
和
元
年
度
第
１
期
常
設
展「
琉

球
漆し

っ
き器

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
見
て
・

知
っ
て
・楽
し
む
常
設
展
」

漆し

っ

き器
の
人
気
投
票
や
ク
イ
ズ
、

本
物
に
ふ
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

会
期

９
月
23
日（
月
・
祝
）ま
で

場
所　
常
設
展
示
室

観
覧
料　
高
校
生
以
下
無
料
／
一

般
２
０
０（
１
６
０
）円
／
大
学
生

１
３
０（
１
０
０
）円
／
65
歳
以
上

１
６
０
円

※（　

）は
20
人
以
上
の
団
体
料
金

※
日
・
英
・
中
音
声
ガ
イ
ド
貸
出
無

料※
毎
週
日
曜
日
は
当
館
学
芸
員
に

よ
る
常
設
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
し
ま
す
。（
た
だ
し
他
の
催

事
と
重
な
る
場
合
は
中
止
）

■
常
設
展
関
連
講
座
「
琉
球
漆
器

と
私
」

　

沖
縄
県
指
定
無
形
文
化
財「
琉
球

漆
器
」保
持
者
、
前
浦
添
市
美
術
館

長
の
前ま

え

田だ

孝こ
う

允い
ん

氏
が
、
こ
れ
ま
で

の
制
作
活
動
や
漆
と
の
出
会
い
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

日
時　
９
月
１
日（
日
）午
後
２
時

～
午
後
４
時

場
所　
常
設
展
示
室
５

講
師

前ま
え

田だ

孝こ
う

允い
ん

氏（
漆
芸
家
）

定
員

30
人

聴
講
料　
常
設
展
観
覧
券
が
必
要

■
魔
法
の
美
術
館
リ
タ
ー
ン
ズ

　

子
ど
も
も
、
大
人
も
夢
中
に
な

れ
る
光
と
ア
ー
ト
の
展
覧
会
。

会
期

7
月
13
日（
土
）～
8
月
25

（
日
）

場
所　
企
画
展
示
室
1
～
3
・
講
堂

観
覧
料　
一
般
1
千
円（
８
０
０
）

円
／
小
・
中
・
高
生
８
０
０（
６
０
０
）

円
／
３
歳
以
上
～
未
就
学
児
３
０
０

（
２
０
０
）円

※（　

）
は
前
売
り
料
金

※
市
内
小
中
学
校
に
無
料
招
待
券

を
配
布
済
み

※
市
内
3
歳
～
未
就
学
児
は
保
護

者
同
伴
で
市
在
住
が
証
明
で
き
る

も
の
を
提
示
す
る
と
入
場
無
料
。

■
マ
イ
漆し

っ
き器

づ
く
り

　

漆
塗
り
の
マ
イ
箸
や
、
ス
プ
ー

ン
・
ヘ
ラ
・
箸
置
き
を
作
る
。

期
間

9
月
21
日
、
28
日
、
10
月

5
日
、
12
日
、
19
日（
全
土
曜
日
）

講
師

鈴す

ず

き木
仁じ

ん

氏（
漆
芸
家
）

定
員

10
人（
全
5
回
出
席
で
き
る

人
）　

費
用　
３
千
円

申
し
込
み
8
月
13
日（
火
）～
9
月

7
日（
土
）※
電
話
受
付
の
み

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
当

選
者
の
み
電
話
連
絡
し
ま
す
。
教

室
未
経
験
者
優
先
。

■
第
43
回　
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
住
友
生
命
沖
縄
支
社
展
覧
会

会
期

8
月
31
日（
土
）

場
所

企
画
展
示
室
2
・
3
、講
堂

観
覧
料　
無
料

マタニティスクール
　食事と妊婦健診結果の関連・食事
の選び方・グループワーク・体験
コーナー・妊婦体験ジャケット・赤
ちゃん人形抱っこ体験等。
対象▶妊婦さんとそのパートナー

（市内在住者）
日時▶9月29日（日）午前９時～正午
申し込み▶8月29日(木)～9月26日(木)

マタニティスクール

出産準備出産準備

妊婦歯科健診事業

対象▶妊婦さん
場所▶浦添市と契約している歯科医療機関

（親子健康手帳交付時にリストを配布）
費用▶無料（公費負担）※受診票が必要です。

これから

パパママ
になる

みなさん
へ

●歯・歯周病の診察
●保健指導

問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

ベビースクール（離乳食教室）ベビースクール（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー
ション・試食（保護者のみ）
日時▶8月23日（金）
　　　午後１時～午後3時30分
対象▶市内在住で４～８か月の乳児    
　　　を持つ保護者
申し込み▶8月20日（火）まで

２歳児歯科健診事業
●歯の診察　●フッ素塗布　
●歯磨きの仕方・保健指導
対象▶２歳～３歳未満の子
　　 （３歳のお誕生日前日まで）
場所▶浦添市と契約している歯科医療
　　　機関 ※通知書にリストを同封
費用▶無料（公費負担）

※ゆっくり講話を聞くために、お子さんは預けて来て
　いただくことをお勧めします。

乳児健診

日　　時▶8月8日、22日、29日、9月5日
　　　　 （全回木曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分

１歳６か月児健診

日　　時▶8月7日、21日、28日、9月4日
　　　 （全回水曜日）
受付時間▶午後１時15分～午後２時15分 

3歳児健診

▶前期（３～４か月児）
　午後0時45分～午後２時30分
▶後期（９～10か月児）
　午前8時45分～午前10時30分

受
付
時
間

子育て世
代に

役立つ情
報が

いっぱい
！

日程▶8月3日（土）・9月1日（日）

（離乳食教室）

こども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育てこども・子育て

　離乳食についての講話・デモンストレー　離乳食についての講話・デモンストレー
乳児健診
日程▶8月3日（土）・9月1日（日）

乳幼児健康診査日程
問い合わせ：保健相談センター ☎（875）2100

各健診の対象者には通知書を送付しています。

つ（
副
賞

図
書
カ
ー
ド
３
千
円
）

■
”お
で
か
け
“に
こ
に
こ
赤
ち
ゃ

ん
お
は
な
し
会

　

絵
本
と
手
遊
び
を
中
心
と
し
た
お

は
な
し
会

日
時

9
月
1
日（
日
）午
後
2
時

〜
午
後
2
時
30
分

対
象
0
〜
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　
先
着
10
組（
要
申
し
込
み
）

場
所
浦
添
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

2
階

申
し
込
み　
浦
添
市
立
図
書
館
へ

電
話
・
窓
口
で
受
け
付
け
。
8
月

20
日（
火
）〜
31
日（
土
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

F
A
X（
8
7
9
）5
5
3
0

■
浦
添
市
立
中
央
公
民
館
開
館
40

周
年
記
念
事
業
シ
ョ
ー
ト
演
劇

『
ｐ
e
a
c
e
fu
l
』〜
見
て
、感
じ
、

伝
え
よ
う
！
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

10
月
15
日
の
浦
添
市
慰
霊
祭
に

つ
な
ぐ
平
和
学
習
。
戦
争
体
験
者

の
講
話
を
聴
き
、
浦
添
ゆ
い
ゆ
い

キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
が
演
じ
る
平
和

劇
p
e
a
c
e
f
u
l
を
観
て
演

劇
か
ら
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
。

沖
縄
県
の
疎
開
先
の
一
つ
で
あ
る

大
分
県
佐
伯
市
と
の
交
流
事
業
。

日
時　
９
月
28
日（
土
）午
後
1
時

～
午
後
3
時

場
所　
中
央
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

定
員

1
0
0
人

■
平
和
講
座「
激
戦
地・
浦
添
の
歴

史
を
学
ぶ
〜
前
田
高
地
の
戦
い
〜
」

　
「
あ
り
っ
た
け
の
地
獄
を
一
つ
に

ま
と
め
た
よ
う
な
も
の
」と
言
わ
れ

る
ほ
ど
の
激
戦
『
前
田
高
地
の
戦

い
』に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
▼
講
話
９
月
25
日
（
水
）
午
後

7
時
～
午
後
9
時　

▼
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
９
月
29
日（
日
）
午
前
10

時
～
正
午

場
所
▼
講
話
中
央
公
民
館
２
階
視

聴
覚
室　

▼
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
浦

添
城
跡
・
前
田
高
地

講
師
古
波
蔵
豊
氏（
N
P
O
法
人

う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
友
の
会
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

25
人

費
用　
無
料

申
込　
８
月
１
日（
木
）か
ら
電
話
・

F
A
X
・
窓
口
で
の
申
し
込
み
。

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎（
８
６
１
）３
１
９
６

■
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、８
月
11
日（
山

の
日
）

■
保
存
食
作
り
「
旬
な
冬
瓜
の
ワ

イ
ン
煮
」

日
時　
８
月
８
日（
木
）午
前
10
時

～
正
午

参
加
費

2
6
0
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

お
手
拭
き

定
員

10
人

◆
不
用
品
提
供
の
お
願
い

　

衣
類
、
中
高
生
の
制
服
、
ベ
ビ
ー

用
品
等
誰
か
に
使
っ
て
欲
し
い
と
い

う
物
が
あ
り
ま
し
た
ら
住
所
を
確
認

で
き
る
免
許
証
等
を
持
参
の
上
、
次

の
人
が
気
持
ち
よ
く
使
え
る
状
態
で

持
ち
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

産婦健診、産後ケアについて
● 産後の健診費用を助成します

※受診票が使用できる医療機関等は指定されています。
※産婦健康診査実施医療機関・助産院については、市のホー
　ムページでご確認ください。
※平成 31年 4月1日以降に、県外で産婦健診を受けた人は、
　払い戻しの対象となる場合があります。浦添市保健相談セン
　ターまでご連絡ください。

※利用を希望される人は、保健師と面談を行いますので、浦
添市保健相談センターへご連絡ください。

産後２週間と産後１か月健診費用を助成します。

対 象 者 浦添市民で出産後８週以内の人

利用回数

助 成 額

健診内容

受診票の
交付

（上限を超えた分は自己負担となります）

問診・診察・血圧測定・体重測定・
尿検査、赤ちゃんへの気持ち質問
票・エジンバラ産後うつ病質問票
（お子さんの健診は助成対象外です）

親子健康手帳交付時に受診票を
お渡しします。（平成31年３月以前に
親子健康手帳の交付を受けた人は、浦添
市保健相談センターの窓口または、産科
医療機関でお受け取りください。）

１回につき５００円
（当該年度分の市町村民税非課税世
帯、生活保護世帯は無料）

産後２週間頃と1か月頃の
各１回ずつ合計 2回

１回につき上限５，０００円

● 助産師が産後ケア訪問します

対 象 者

浦添市民で出産後4か月以内の
人で、家族から援助が受けられ
ず、心身の不調や育児不安等が
あり、母子ともに感染症の疑い
や、入院・治療の必要がない人。

お母さんの心身の健康に関す
る相談や乳房のケア（乳房マッ
サージ）赤ちゃんの発育や発達、
授乳等の育児に関する相談等

利 用 料

ケア内容

産後に家族などから家事・育児の十分な支援
が受けられないお母さんの心身ケアを助産師が
家庭訪問し、サポートをします。

保健相談センター ☎（875）2100

2019 年 8月１日広報11 広報 広報2019年 8月１日 10広報

月～土曜日
午前10時
 ～午後6時

●夜間開放もしています。
●行事などの詳細については直接
　各児童センターへ問い合わせく
　ださい。

こども政策課
わんぱく係

☎（内線 3646）

開館
時間

開館日

児童センター
Information



す
。
中
学
2
年
の
と
き
に
出
場
し
た
九
州
大
会
で
初
優
勝
を

果
す
の
で
し
た
。「
こ
の
優
勝
が
き
っ
か
け
で
心
か
ら
柔
道
が

楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
監
督
の
教
え

は
的
確
で
練
習
は
き
つ
い
け
ど
や
っ
た
ら
や
っ
た
分
だ
け
結

果
が
付
い
て
く
る
。
今
で
は
き
つ
い
練
習
で
さ
え
楽
し
い
で

す
」と
、
宮
城
さ
ん
は
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
技
に
磨
き
を
か
け
、
自
分
よ
り
も
大
き
な
相
手
に
負
け
な

い
よ
う
体
を
鍛
え
、
心
が
伴
っ
た
宮
城
さ
ん
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。「
私
の
得
意
技
は
背
負
い
投

げ
。
膝
を
つ
く
の
が
私
の
ス
タ
イ
ル
。
技
が
決
ま
れ
ば
自
分

よ
り
大
き
な
相
手
で
も
投
げ
る
こ
と
が
で
き
一
本
取
れ
ま
す
。

し
か
し
、
担
ぎ
技
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
る
と
こ
ろ
は
自
分
の
弱

点
。
内
股
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
技
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
日
々
練

習
に
取
り
組
み
、
瞬
間
を
見
極
め
最
適
な
技
が
繰
り
出
せ
る

よ
う
に
し
た
い
」と
宮
城
さ
ん
は
言
葉
に
力
を
込
め
ま
す
。

　
宮
城
さ
ん
の
今
の
目
標
は
今
月
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
総

体
で
優
勝
す
る
こ
と
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
は
6
月
の
全
九
州

高
等
学
校
柔
道
競
技
会
で
負
け
を
喫
し
た
ラ
イ
バ
ル
の
一
人
、

中
馬
梨
歩（
鹿
児
島
・
国
分
中
央
高
校
）さ
ん
も
顔
を
揃
え
ま

す
。「
勝
ち
に
こ
だ
わ
り
一
つ
一
つ
気
を
抜
か
ず
戦
い
、
雪
辱

を
果
た
し
優
勝
し
た
い
」。

身
長
１
４
４
セ
ン
チ
、
体
重
44
キ
ロ
と
小
柄
な
容
姿
か
ら

は
想
像
も
で
き
な
い
、
鋭
い
眼
光
に
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー

ド
で
並
み
居
る
強
豪
に
立
ち
向
か
う
の
は
、
沖
縄
尚
学
高
等

学
校
3
年
宮
城
杏
優
菜
さ
ん（
17
）。
宮
城
さ
ん
は
今
年
5
月
、

女
子
柔
道
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
カ
デ
国
際
大
会（
15
歳
以
上
、
17
歳

以
下
）
で
初
戦
か
ら
全
試
合
一
本
勝
ち
し
、
得
意
の
背
負
い

投
げ
で
優
勝
を
決
め
初
の
世
界
の
頂
点
に
上
り
詰
め
ま
す
。

そ
ん
な
宮
城
さ
ん
が
柔
道
を
始
め
た
の
は
幼
稚
園
の
と
き
。

き
っ
か
け
は
格
闘
技
好
き
の
父
親
の
影
響
で
し
た
。

　
幼
い
頃
父
親
に
よ
く
ボ
ク
シ
ン
グ
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
い

た
と
言
う
宮
城
さ
ん
は
、「
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
り
た
い
」と
思

う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
を
父
親
に
言
い
ま
す
が
、「
女
の

子
だ
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
は
ダ
メ
。
柔
道
な
ら
い
い
よ
」と
、
柔

道
の
道
へ
と
導
か
れ
ま
す
。「
始
め
た
当
初
は
イ
ヤ
イ
ヤ
な
が

ら
柔
道
を
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
泣
き
な
が
ら
続

け
て
い
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
に
は
レ
ス
リ
ン
グ
や
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
を
掛
け
持
ち
し
、
レ
ス
リ
ン
グ
に
至
っ
て
は
全
国
3

位
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
柔
道
よ
り
も
結
果
を
残
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
」と
語
る
宮
城
さ
ん
。
柔
道
一
筋
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
宮
城
さ
ん
は
、
中
学
へ
の
進
学
を
控
え
、「
柔

道
か
レ
ス
リ
ン
グ
か
」二
者
択
一
で
進
む
べ
き
道
に
真
剣
に
迷

い
ま
す
が
、
葛
藤
の
末「
柔
道
で
金
メ
ダ
ル
を
取
り
た
い
」と

い
う
思
い
が
勝
り
、
柔
道
強
豪
校
の
沖
縄
尚
学
中
学
校
に
進

学
を
し
ま
す
。

　
希
望
を
胸
に
道
場
の
門
を
叩
い
た
宮
城
さ
ん
で
し
た
が
、

ハ
ー
ド
な
練
習
に
音
を
上
げ
そ
う
に
な
り
ま
す
。「
初
め
は
練

習
の
き
つ
さ
か
ら
毎
日
筋
肉
痛
で
体
も
疲
れ
、
勉
強
に
つ
い

て
い
く
の
も
や
っ
と
。
心
の
中
で
は
常
に〝
や
め
た
い
〞と
思
っ

て
い
ま
し
た
」と
明
か
し
ま
す
。
し
か
し
、
監
督
の
厳
し
さ
や

怖
さ
か
ら〝
や
め
る
〞
と
い
う
言
葉
さ
え
出
て
こ
ず
、
モ
ヤ
モ

ヤ
と
し
た
思
い
を
晴
ら
す
か
の
よ
う
に
柔
道
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
宮
城
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
ま

浦添市当山出身。
沖縄尚学高等学校3年。
全日本柔道連盟の女子D強化（カ
デ）選手。９月に行われる世界カデ
選手権大会への出場も控える。
憧れの選手は渡名喜風南さん。相
手のスタイルに合わせ、しっかりと
自分の柔道を貫く姿に多くを学ぶ。
週に一度の休みは、年の離れた弟と
遊ぶことが「私の明日への活力で
す」と笑顔を見せる。

●料理が好きで家族思いの娘です
（母親談）
●幼いころ「頑張ろうな」と励まし
ながら家族一緒にトレーニングし
た。その娘が今活躍している姿はと
てもうれしい。（父親談）

　
宮
城
さ
ん
は
最
後
に
こ
う
言
い
ま
す
。「
私
に
と
っ
て
柔
道

は
す
べ
て
。〝
父
の
熱
心
さ
〞
が
あ
っ
た
か
ら
柔
道
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
。
柔
道
が
あ
る
か
ら
今
の
私
が
あ
る
ん
で
す
」

と
。
そ
の
言
葉
か
ら
は
支
え
て
く
れ
る
家
族
や
ま
わ
り
の
す

べ
て
の
人
へ
の
感
謝
の
思
い
が
滲
み
ま
す
。

　
「
勝
ち
に
こ
だ
わ
る
」と
い
う
信
念
と
支
え
て
く
れ
る
す
べ

て
の
人
の
思
い
を
力
に
、
宮
城
さ
ん
は
柔
ら
の
道
を
突
き
進

み
ま
す
。

輝く人たち No.29

背
負
う
の
は
感
謝
の
思
い

勝
ち
に
こ
だ
わ
り
歩
む
柔
ら
道

PROFILE
宮城 杏

あ ゆ な

優菜（17）

広報2019年 8月１日 2019年 8月１日広報 1213



2019 年 8月１日広報15 広報 広報2019年 8月１日 14広報

税
金
・
保
険
・
年
金

国
民
健
康
保
険
の
給
付
に
関

す
る
各
種
証
の
切
替
え

問
国
民
健
康
保
険
課　

給
付
係

☎  

内
線
３
７
１
４

　

現
在
、
お
持
ち
の「
限
度
額
適
用

認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」「
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
」の
有
効
期
限
は
７
月
31

日（
水
）ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

更
新
手
続
き
を
し
な
い
場
合
、
医

療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
対
象
者
の
国
民
健
康
保
険
証

②
申
請
者
の
印
鑑

③
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類（
運
転

免
許
証
等
）

④
世
帯
主
直
筆
の
委
任
状（
世
帯
外

の
人
が
申
請
す
る
場
合
）

⑤
過
去
12
か
月
の
入
院
数
が
90
日

を
超
え
る
と
き
は
そ
の
領
収
書（
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
み
）

⑥
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
新
規

で
申
請
す
る
場
合
は
医
師
の
意
見

書（
８
月
末
ま
で
に
更
新
手
続
き
が

出
来
な
い
場
合
、
新
規
で
の
申
請

と
な
り
ま
す
。）

※
世
帯
主
の
障
害
者
手
帳
や
介
護

保
険
証（
要
介
護
３
以
上
）を
お
持

ち
の
場
合
、
委
任
状
は
不
要
で
す
。

※
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
と
更
新

で
き
ま
せ
ん
。
８
月
以
降
に
手
続

き
に
来
る
場
合
は
、
国
保
税
の
納

付
済
み
領
収
書
も
し
く
は
引
き
落

と
し
が
確
認
で
き
る
通
帳
も
持
参

く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

都
市
計
画
変
更
に
係
る
公
聴
会

の
開
催
お
よ
び
原
案
の
縦
覧

問
都
市
計
画
課

☎  

内
線
４
０
１
１

　

次
の
那
覇
広
域
都
市
計
画
を
変

更
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
に
伴
い

次
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
地
区
計
画
の
原
案
に

つ
い
て
意
見
を
求
め
ま
す
。

①
那
覇
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更（
カ
ー
ミ
ー
ジ
ー
周
辺
地
区
）

②
那
覇
広
域
都
市
計
画
地
区
計
画
の

変
更（
カ
ー
ミ
ー
ジ
ー
周
辺
地
区
）

公
聴
会
開
催
日
時　

９
月
20
日

（
金
）午
後
７
時
か
ら

公
述
申
出
の
期
間　

８
月
29
日

（
木
）～
９
月
12
日（
木
）（
土
日
を
除

く
）

意
見
提
出
の
期
間　

９
月
13
日

（
金
）～
19
日（
木
）（
土
日
・
祝
日
を

除
く
）

原
案
の
縦
覧
場
所　
市
役
所
６
階

都
市
計
画
課

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て

ゆ
い
レ
ー
ル
に
乗
ろ
う

問
都
市
計
画
課

☎  

内
線
４
０
１
４

　

ゆ
い
レ
ー
ル
の
延
長
開
業
を
記

念
し
た
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
す
。
ゆ
い
レ
ー
ル
愛
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
入
賞
者
に

は
９
月
29
日（
日
）の
式
典
と
出
発

式
に
ご
招
待
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
自
由
テ
ー
マ（
ゆ
い
レ
ー

ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
）

対
象　
市
内
小
学
校
児
童

募
集
期
間　
８
月
16
日（
金
）必
着

申
込
方
法　
都
市
計
画
課
に
持
参

ま
た
は
次
の
住
所
に
郵
送
。
作
品

の
裏
面
に
、
作
品
テ
ー
マ
、
学
校
名
、

学
年
、
名
前
、
連
絡
先（
住
所
・
電

話
番
号
）
を
書
い
て
応
募
。

那
覇
市
銘
苅
１
丁
目
19
番
29
号

（
株
）ア
カ
ネ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

浦
添
市
市
制
施
行
50
周
年
記

念
プ
レ
事
業　

う
ら
そ
え
み
ず
ま
つ
り
開
催

問
水
道
総
務
課

☎  
内
線
５
１
３
３

　

水
に
ふ
れ
あ
う
・
親
し
む
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
ス

ラ
イ
ダ
ー
プ
ー
ル
・
飲
食
ブ
ー
ス
・

体
験
ブ
ー
ス
を
設
置
予
定
で
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
い
る
人
は
自

由
研
究
の
参
考
に
も
な
り
ま
す
。

期
間　
８
月
17
日（
土
）午
前
10
時

～
午
後
５
時
※
予
備
日
８
月
24
日

（
土
）

場
所　
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
浦
添

費
用

5
0
0
円（
プ
ー
ル
の
み
）

定
員　
来
場
者
多
数
の
場
合
、
入

替
制
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み　
当
日
受
付

水
道
の
用
途
確
認

問
水
道
部
営
業
課

☎  

（
８
７
７
）８
４
６
０
・
８
４
７

６
　

水
道
料
金
の
単
価
等
は
、
水
道

の
使
用
目
的（
用
途
）に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。

家
事
用　
主
に
家
庭
用
と
し
て
水

道
を
使
用
す
る
場
合

営
業
用　
営
業
ま
た
は
営
業
に
付

随
す
る
用
に
水
道
を
使
用
す
る
場

合（
会
社
・
店
舗
・
畑
・
工
場
等
）

臨
時
用　
工
事
等
（
解
体
含
む
）
、

興
行
、
売
店
等
短
期
間
臨
時
に
水

道
を
使
用
す
る
場
合

連
合
用　
１
個
の
メ
ー
タ
ー
に
よ

り
家
事
用
２
世
帯
以
上
で
使
用
す

る
場
合（
店
舗
等
は
含
ま
な
い
）

　

基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請

に
よ
り「
家
事
用
」に
比
べ
、
料
金

が
安
く
な
り
ま
す
。

※
用
途
は
、
検
針
時
に
配
布
す
る

「
検
針
の
お
知
ら
せ
」に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
住
宅
の
改
築
、
増
築

等
を
行
う
場
合
は
用
途
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

浦
添
市
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

医
療
費
助
成

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
5
6
5

▼
医
療
費
助
成
の
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
人（
た
だ
し

他
市
町
村
か
ら
市
内
施
設
に
入
所

し
て
い
る
人
は
除
く
）、
も
し
く
は
、

本
市
か
ら
他
市
町
村
の
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
で
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
の
う
ち
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

一
定
の
所
得
制
限
あ
り

▼
助
成
金
の
受
給
方
法

①
自
動
償
還
払
い

※
県
内
の
協
力
医
療
機
関
で
受
給

資
格
者
証
を
提
示
し
て
受
診
し
た

医
療
費
は
、
市
役
所
窓
口
で
の
申

請
が
不
要
。

②
市
役
所
窓
口
で
の
申
請

※
領
収
書
は
診
療
翌
月
か
ら
１
年

以
内
の
も
の
が
有
効
。

※
自
動
償
還
に
対
応
し
て
い
な
い

医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
や
、
入

院
時
の
居
住
費
、
訪
問
看
護
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
あ
ん
ま
・
整
骨
院
を
利
用

し
た
場
合
等
は
、
市
役
所
窓
口
で

の
申
請
が
必
要
。

▼
受
給
資
格
者
証
の
更
新

　

現
在
、
受
給
中
の
皆
さ
ん
に
は
、

新
し
い
受
給
資
格
者
証
（
そ
ら
い

ろ
）を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
７
月
末

ま
で
に
受
給
資
格
者
証
が
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
55
回
沖
縄
県
身
体
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
３

問
浦
添
市
身
体
障
が
い
者
福
祉

協
会

☎  

（
８
７
９
）７
５
６
５

　

沖
縄
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
の
体

力
の
維
持
・
増
強
や
社
会
参
加
促

進
の
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

開
催
日
時

10
月
５
日（
土
）午
前

９
時
～
午
後
４
時
頃

場
所　
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場

開
催
競
技
な
ど　
開
閉
式
、
陸
上

競
技

※
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
、
卓
球
、
水
泳
競

技
は
別
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
大
会
前
に
、
選
手
達
を
激
励
す

る
た
め
、
結
団
式
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
選
手
団
結
団
式（
予
定
）

日
時

10
月
１
日（
火
）午
後
７
時

か
ら

場
所　
市
役
所
９
階
講
堂

視
覚
障
が
い
者
向
け
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
広
報
誌
等

問
障
が
い
福
祉
課

☎  

内
線
３
５
６
５

F
A
X（
８
７
８
）８
５
７
５

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
利
用
場

面
や
取
り
扱
い
の
注
意
点
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
方
法
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
た
点
字
広
報
誌
、

大
活
字
広
報
誌
お
よ
び
音
声
C
D

が
あ
り
ま
す
。
視
覚
障
が
い
の
あ

る
人
で
ご
希
望
の
人
は
電
話
ま
た

は
F
A
X
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

郵
送
で
も
対
応
し
ま
す
。

※
な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。子

育
て
・
教
育

こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
３
６
１
４

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を
受
け

る
場
合
は
、
受
給
資
格
者
証
の
申

請
が
必
要
で
す
。
対
象
の
年
齢
の

子
ど
も
が
世
帯
に
い
る
場
合
は
こ

ど
も
家
庭
課
窓
口
で
申
請
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

対
象
年
齢

・
外
来
医
療
費：

０
歳
か
ら
小
学
校

入
学
前
ま
で（
６
歳
の
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）

・
入
院
医
療
費：

０
歳
か
ら
中
学
校

修
了
前
ま
で（
15
歳
の
誕
生
日
到
達

後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

手
続
に
必
要
な
も
の

・
こ
ど
も
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑（
認
印
可
）

・
保
護
者
の
普
通
預
金
通
帳

※
そ
の
他
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
医
療
費
の
貸
付
制
度

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
３
６
１
４

　

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が

困
難
な
人
に
対
し
て
支
払
金
を
貸

し
付
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
利

用
す
る
に
は
、
貸
付
資
格
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
外
と
な
る
医
療
費

　

保
険
外
診
療
、
入
院
時
食
事
療

養
費
、
選
定
療
養
費
等
は
病
院
窓

口
で
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
貸
付
制
度
実
施
医
療
機
関
等
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
更
新
手
続
き

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
３
６
１
３

　

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、
資
格

確
認
の
た
め
に「
現
況
届
」が
必
要

で
す
。
こ
の
届
出
が
な
い
場
合
は
、

11
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
は「
母
子
・
父

子
家
庭
等
医
療
費
助
成
」の
現
況
届

も
同
時
に
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
８
月
１
日（
木
）～
30

日（
金
）（
土
日
・
祝
日
除
く
）

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

の
受
付
期
間
は
、
８
月
９
日（
金
）

～
９
月
11
日（
水
）で
す
。

受
付
場
所　
市
役
所
９
階
講
堂

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
前
11

時
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

時
間
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

平
成
31
年
度
の
所
得
申
告
が
ま

だ
お
済
み
で
な
い
人
は
、
現
況
届

を
提
出
す
る
前
に
所
得
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

平
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
人
を

対
象
と
し
た
休
日
受
付
を
、
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

休
日
受
付　
８
月
18
日（
日
）午
前

９
時
～
午
後
４
時

児
童
扶
養
手
当
が
年
６
回
払
い

に
な
り
ま
す

問
こ
ど
も
家
庭
課

☎  

内
線
３
６
１
３

　
「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
を

改
正
し
、
２
０
１
９
年
11
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
か
ら
支
払
回
数
を

〈
４
か
月
分
ず
つ
年
３
回
〉か
ら〈
２

か
月
分
ず
つ
年
６
回
〉に
見
直
し
ま

す
。

　

支
払
月
が
変
わ
る
２
０
１
９
年

11
月
の
支
払
い
は
、
同
年
８
月
分

か
ら
同
年
10
月
分
ま
で
の
３
か
月

分
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
以
降

は
、
１
・
３
・
５
・
７
・
９
・
11
月
の

年
６
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
月
の

前
月
ま
で
の
２
か
月
分
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

未婚の児童扶養手当受給者に
給付金が支給されます！
　児童扶養手当の受給者のうち、未婚のひとり親の人に対し、2019
年度に臨時・特別の措置として、給付金を支給します。

こども家庭課 ☎内線3613

17,500円
2019年８月１日（木）～2020年１月31日（金）
原則として、2020年１月に支給

支 給 額
申請期間
支給時期

浦添市役所 こども家庭課 母子父子係申 請 先

2019年11月分の児童扶養手当を浦添市から支
給されていて、これまでに婚姻（法律婚）をしたこ
とがない人

支 給
対 象 者

①印鑑　②戸籍謄本（抄本）
※児童扶養手当の受取口座以外の口座を希望する
場合は下記の提出物が必要です。
（１）指定した口座が確認できる書類
（２）本人確認書類

提 出 物

未婚のひとり親のみなさんへ

▲うらそえみず
まつり



広告掲載に関するお問い合わせは、株式会社 尚生堂 ☎ （876）2232広告掲載に関するお問い合わせは、株式会社 尚生堂 ☎ （876）2232
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母
子
保
健
推
進
員
募
集

問
こ
ど
も
家
庭
課
母
子
保
健
係

☎  

（
８
７
５
）２
１
０
０

　

地
域
の
子
育
て
応
援
団
で
あ
る

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

活
動
内
容

●
乳
幼
児
健
診
等
、
母
子
保
健
事

業
へ
の
協
力

●
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
や
乳
幼
児

健
診
未
受
診
の
家
庭
へ
の
訪
問

●
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

問
学
校
教
育
課

☎  

内
線
６
５
１
１

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む

を
得
な
い
事
由
に
よ
っ
て
保
護
者

が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ
せ

る
義
務
を
猶
予
・
免
除
さ
れ
た
子

女
等
が
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た

め
に
国
が
行
う
も
の
で
す
。
合
格

者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が

与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日
時

10
月
24
日（
木
）

試
験
会
場　
沖
縄
県
庁
13
階
第
３

会
議
室

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
で
あ
る

人
ま
た
は
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

で
あ
っ
た
人
で
、
令
和
２
年
３
月

31
日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る

人②
保
護
者
が
就
学
さ
せ
る
義
務
の

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
ず
、
か

つ
、
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
に
達
す
る
人
で
、
そ
の
年

度
の
終
わ
り
ま
で
に
中
学
校
を
卒

業
で
き
な
い
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
事
由
が

あ
る
と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
た

人
。

③
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
満

16
歳
以
上
に
な
る
人（
①
お
よ
び
④

に
掲
げ
る
人
は
除
く
）

④
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
人
で
、

令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15

歳
以
上
に
な
る
人

受
験
案
内
配
布
期
間

９
月
６
日

（
金
）ま
で（
県
教
育
委
員
会
で
配
布
）

願
書
受
付
期
間　
８
月
19
日（
月
）

～
９
月
６
日（
金
）

出
願
方
法　
受
験
案
内
に
添
付
し

て
あ
る
封
筒
を
使
用
し
、
文
部
科

学
省
宛
て
に
書
留
で
郵
送
。（
９
月

６
日
の
消
印
有
効
）

ひ
ま
わ
り
学
童
ク
ラ
ブ
指
定
管

理
者
の
公
募

問
こ
ど
も
政
策
課

☎  

内
線
３
６
４
５

　

浦
添
市
障
害
児
放
課
後
児
童
健

全
育
成
施
設「
ひ
ま
わ
り
学
童
ク
ラ

ブ
」
の
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
指
定

管
理
者
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
法

人
お
よ
び
団
体

募
集
要
項
配
布
期
間　
８
月
16
日

（
金
）ま
で

そ
の
他　

説
明
会
を
８
月
９
日

（
金
）午
後
３
時
か
ら
市
役
所
６
階

６
０
１
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

説
明
会
へ
の
参
加
が
応
募
の
要
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
申
込
書

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
担
当
課
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
９
月
中
旬
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

実
施
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
ま
か
せ
て
会
員
養
成
講
座
」

受
講
生
募
集

問
浦
添
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

☎  

（
８
７
０
）０
０
７
３

子
育
て
支
援
活
動
に
興
味
の
あ

る
人
を
募
集
し
ま
す
。
一
時
間
６
０

０
円
の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

日
時

9
月
3
日
～
10
月
1
日
毎

週
火
曜
日
の
全
5
回
開
催

場
所　
市
役
所
会
議
室
お
よ
び
近

隣
施
設

対
象　
浦
添
市
内
在
住
者（
身
分
証

明
書
必
要
）

費
用　
テ
キ
ス
ト
代
２
５
０
０
円

（
調
理
実
習
費
別
）

募
集
期
間

8
月
1
日（
木
）～
24

日（
土
）

申
込
方
法　
浦
添
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
浦
添
市
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

浦
添
市
市
制
施
行
50
周
年
記

念
事
業

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
道
場
参
加
者

募
集

問
情
報
政
策
課

☎  

内
線
２
１
６
３

　

ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

挑
戦
し
て
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
ろ
う
。
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら

学
び
、
解
決
す
る
力
を
育
て
ま
す
。

期
間

10
月
～
令
和
２
年
３
月（
全

15
回
）

場
所　
て
だ
こ
ホ
ー
ル
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
学
習
室

対
象　
市
内
小
中
学
生

費
用　
無
料

募
集
人
数

30
人

募
集
締
切　
８
月
30
日（
金
）

申
込
方
法　
専
用
W
e
b
サ
イ
ト
、

窓
口
ま
た
は
郵
送

選
考
方
法　
抽
選

そ
の
他　
初
心
者
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
Q
R
コ
ー
ド
か

ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲プログラミン
グ道場参加者募
集

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
探
検

参
加
者
募
集

問
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館

☎  

（
８
７
４
）９
３
４
５

　

浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ

や
仲
間
地
域
の
拝
所
に
つ
い
て
、

散
策
し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
案

内
し
ま
す
。
琉
球
王
国
の
歴
史
を

浦
添
の
地
か
ら
ひ
も
解
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
時　
８
月
11
日（
日
）午
前
８
時

30
分
受
付
開
始（
午
前
９
時
開
会
式
、

午
後
０
時
30
分
終
了
予
定
）

コ
ー
ス　
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど

れ
館
～
浦
添
よ
う
ど
れ
～
浦
添
グ

ス
ク（
伊い

波は

普ふ

猷ゆ
う

の
墓
・
浦
添
家
の

館
跡
・
デ
ィ
ー
グ
ガ
マ
・
展
望
台
・

殿
・
浦
添
城
の
前
の
碑
）～
仲
間
樋

川
～
ク
バ
サ
ー
ヌ
御
嶽
～
浦
添
大

浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス（
展
示
室
）

集
合
場
所　
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う

ど
れ
館

対
象　
小
学
生
以
上（
但
し
、
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

費
用　
大
人
・
子
ど
も
と
も
に
１

人
３
０
０
円（
資
料
代
・
保
険
料
）

募
集
人
数　
１
０
０
人（
先
着
順
）

募
集
期
間　
８
月
８
日（
木
）午
後

５
時
ま
で

申
込
方
法　
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う

ど
れ
館
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
月
曜
休
館

春
風
亭
一
之
輔
の
ド
ッ
サ
り
ま
わ

る
ぜ
２
０
１
９

問
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

☎  

（
９
４
２
）４
３
６
０

当
代
き
っ
て
の
人
気
落
語
家
・
春

風
亭
一
之
輔
の
独
演
会
。
若
者
に

も
わ
か
り
や
す
く
現
代
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
折
り
込
み
な
が
ら
、
自
由
自

在
に
操
る
古
典
落
語
の
世
界
。
チ

ケ
ッ
ト
の
購
入
は
お
早
め
に
。

日
時　
９
月
７
日（
土
）午
後
３
時

30
分
開
場　

午
後
４
時
開
演

場
所　
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　
全
席
指
定　

前
売
券　

３
６
０
０
円　

※
未
就
学
児
入
場

不
可
。

そ
の
他

第
42
回
浦
添
て
だ
こ
ま
つ
り

演
舞
ま
つ
り　

出
演
団
体
募
集

問
イ
ベ
ン
ト
部
会
事
務
局

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
室

☎  

内
線
３
２
２
２

　

て
だ
こ
ま
つ
り「
演
舞
ま
つ
り
」

の
一
般
部
門
へ
の
出
演
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

募
集
団
体
数　
３
団
体

募
集
要
項
・
申
込
書　
窓
口
で
配

付
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。　

募
集
期
間　
８
月
１
日（
木
）～
23

日（
金
）午
後
５
時

て
だ
こ
ま
つ
り
「
三
大
王
統
ま

つ
り
」
総
踊
り
エ
イ
サ
ー
等
練

習
生
募
集

問
市
民
生
活
課

☎  

内
線
３
０
１
２

　

令
和
元
年「
浦
添
三
大
王
統
ま
つ

り
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

50
人
程
度（
定
員
達
成

次
第
終
了
）※
主
に
浦
添
市
内
の

小
・
中
・
高
・
大
学
生
、
一
般
成
人
、

親
子
参
加
で
も
O
K
で
す
。

募
集
期
間
８
月
下
旬
頃
ま
で
予
定

練
習
期
間　
８
月
17
日（
土
）～
10

月
19
日（
土
）
予
定

※
毎
週
土
曜
日（
午
後
１
時
～
午
後

３
時
）
10
回
予
定

練
習
場
所　
中
央
公
民
館
分
館

会
費

5
0
0
円（
練
習
時
の
保
険

料
）

問
い
合
わ
せ　
鼓
衆
若
太
陽
（
平

良
）☎
０
７
０（
６
５
９
６
）４
５
２

９そ
の
他　
パ
ー
ラ
ン
ク
ー
は
事
務

局
で
準
備
し
ま
す
。

若
年
者
ジ
ョ
ブ
ト
レ
生
募
集

問
若
年
者
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
務
局

☎  

（
８
６
６
）
３
６
１
１

　

座
学
研
修
（
訓
練
手
当
の
支
給

有
）
と
県
内
企
業
で
の
職
場
研
修

（
O
J
T
）と
通
し
て
就
職
に
つ
な

げ
ま
せ
ん
か
？

訓
練
期
間　
座
学
研
修
1
か
月
と

職
場
訓
練（
O
J
T
）3
か
月
の
計

4
か
月

対
象　
県
内
在
住
40
歳
未
満
の
求

職
者

※
在
職
者
、
雇
用
保
険
受
給
者
、

学
生（
定
時
制
、
通
信
制
課
程
は
可
）

を
除
く

募
集
人
数

10
月
30
日（
水
）ま
で

随
時
募
集

▲若年者ジョブ
トレ生募集

市
役
所
内
「
地
域
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
窓
口
」

問
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
琉
球

☎  

（
９
１
７
）
２
０
８
６

　

働
き
た
い
け
ど
…「
ど
う
し
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
信
が
な

い
」
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
自
分

に
あ
っ
た
ペ
ー
ス
で
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
む
こ
と
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

日
時　
８
月
27
日（
火
）午
後
２
時

～
午
後
５
時

※
毎
月
第
４
火
曜
日

場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー（
ふ
る

さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
向
か
い
側
）

対
象

15
歳
～
39
歳

※
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
支
援

機
関
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

費
用　
無
料

シ
ル
バ
ー
会
員
8
〜
10
月
入
会

説
明
会

問
公
益
社
団
法
人　

浦
添
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎  

（
８
７
５
）
１
７
０
１

　

シ
ル
バ
ー
会
員
入
会
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

浦
添
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
人
生
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

で
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以

上
の
皆
さ
ん
の
社
会
参
加
を
応
援
し

ま
す
。
一
緒
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？　
　

会
員
の
条
件

・
市
内
在
住
者
で
60
歳
以
上
の
人

・
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
社
会
参

加
活
動
に
関
心
の
あ
る
人

・
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
等
を
求
め
て
い
る
人

８
〜
10
月
入
会
説
明
会

開
催
日　
８
月
５
日（
月
）・
15
日

（
木
）、
９
月
５
日（
木
）・
13
日（
金
）、

10
月
４
日（
金
）・
15
日（
火
）

時
間　
午
前
10
時
か
ら　
　
　

場
所　
浦
添
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　

浦
添
市
仲
間
１
‐
10
‐
７

（
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

■令和元年度 「国民健康保険税」および 「後期高齢者医療保険料」第２期納期限
令和元年度 『国民健康保険税』および 『後期高齢者医療保険料』第２期の納期限は９月２日 （月）です。納め忘れにご注意ください。
国民健康保険課国保税第2係 （内線３７１７～３７２２）、長寿いきいき係 （内線３７１２）
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浦添市役所（代）☎（876）1234問問い合わせ先　☎　電話番号

浦
添
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
店
の
募
集

問
平
山
印
刷
（
浦
添
市
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
発
行
事
業
受
託
者
）

☎  
（
9
9
5
）6
2
3
3

10
月
予
定
の
消
費
税
引
き
上
げ

に
よ
る
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯

の
消
費
に
与
え
る
影
響
緩
和
の
一

つ
と
し
て
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」
を
10
月
１
日
以
降
販
売
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
商
品
券
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
店
舗
を
募
集

し
ま
す
。
取
り
扱
い
店
に
は
登
録

証
明
書
を
発
行
し
、
取
り
扱
い
店

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
資
材（
ポ

ス
タ
ー
等
）
お
よ
び
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
送
付
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

応
募
資
格　
市
内
に
店
舗
が
あ
り
、

物
品
の
販
売
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
事
業
者

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
営
業
な
ど

一
部
登
録
で
き
な
い
業
種
や
商
品

券
の
利
用
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
「
取
扱
店
登
録
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）」
を
次
の
宛
先
ま
で
郵

送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
、
F
A
X

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
７
月
下
旬
か
ら
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
８
月
15
日（
木
）

ま
で
に
申
し
込
む
と
、
９
月
中
旬

に
対
象
者
に
発
送
予
定
の
取
り
扱

い
店
舗
一
覧
に
表
記
さ
れ
ま
す
。

▼
宛
先　
平
山
印
刷　

プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
担
当
者

▼
住
所
〒
9
0
1

-

0
2
2
5

豊
見
城
市
豊
崎
3

-

59

青
い
羽
根
募
金

問
公
益
社
団
法
人
琉
球
水
難
救

済
会

☎  

（
８
６
８
）５
９
４
０

　

青
い
羽
根
募
金
は
海
上
レ
ジ
ャ
ー

の
事
故
や
荒
天
で
船
が
遭
難
し
た

場
合
の
人
命
救
助
と
事
故
防
止
事

業
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
の
振
込
先

沖
縄
銀
行
高
橋
支
店

普
通
口
座
番
号
１
５
２
６
３
２
９

名
義　

公
益
社
団
法
人
琉
球
水
難

救
済
会編

集
後
記

臨
時
職
員
募
集

問
職
員
課
人
事
係

☎  

内
線
２
０
６
１

【
資
格
を
要
し
な
い
も
の
】

一
般
事
務
・
建
築
職
・
土
木
職

【
資
格
を
要
す
る
も
の
】

保
育
士
・
社
会
福
祉
士
・
生
活
保
護

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー（
社
会
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
）・
技
術
職（
測

量
士
補
有
資
格
者
、
一
級
管
工
事

施
工
管
理
技
師
有
資
格
者
）技
術
職

臨
床
心
理
士
ほ
か

賃
金　
一
般
事
務（
日
額
６
４
５
６

円
）、
建
築
職
お
よ
び
土
木
職（
資

格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、
保

育
士（
日
額
１
万
円
※
短
時
間
勤
務

は
時
給
１
０
７
７
円
）、
社
会
福
祉

士（
日
額
９
３
５
１
円
）、
介
護
支

援
専
門
員（
日
額
９
３
５
１
円
）技

術
職（
資
格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま

す
）
技
術
職
臨
床
心
理
士（
１
万
円
）

な
ど

通
勤
手
当　
日
額
１
０
０
円（
通
勤

距
離
が
２
キ
ロ
以
上
の
人
）

任
用
期
間　
６
か
月
以
内（
更
新
あ

り
の
場
合
は
、
更
新
前
も
含
め
て

最
長
１
年
）

受
付
期
間　
年
間
を
通
し
て
随
時

浦添職業開発訓練校
☎（879）2560

具志川職業開発訓練校
☎（973）6680

身体障がい者
10人

訓練校 訓練科目 募集期間 訓練期間募集対象者・定員

8月1日（木）
～28日（水）
※土日・祝日除く

【6か月】
10月1日（火）
～令和2年
3月6日（金）

身体障がい者7人

求職者13人

■令和元年度 後期職業訓練生募集

オフィス
ビジネス科

オフィス
ビジネス科

※入学金・授業料：無料（但しテキスト代、検定代等は自己負担）
※求職者：身体障がい者以外の人

受
け
付
け

申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係（
市
役
所
８
階
）へ

提
出
ま
た
は
郵
送
。（
申
込
書
は
職

員
課
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）※
欠
員
の

状
況
に
よ
り
採
用
さ
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

防衛医科大学校
医学科学生

防衛大学校学生（推薦）

防衛大学校学生
（総合選抜）

防衛大学校学生
一般

防衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官候補看護学生）

航空学生（航空要員）

航空学生（海上要員）

一般曹候補生（男女）

自衛官候補生（男女）

９月５日（木）
～30日（月）

10月26日（土）・
27日（日）

10月19日（土）

9月16日（月・祝）

9月28日（土）

９月28日（土）・29日（日）

９月20日（金）・
21日（土）・22日（日）
いずれか

９月５日（木）
～９日（月）

７月１日（月）
～９月６日（金）

９月５日（木）
～ 30日（月）

11月９日（土）・
10日（日）

種　　目 受験資格 受付期間 試験日（１次）

ホームページ http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/
自衛隊沖縄地方協力本部 那覇分駐所 ☎（８６３）５２８０（昼間）

高卒（見込含）
21歳未満

18歳以上
33歳未満

高卒（見込含）
23歳未満

■自衛官等を募集します

•一般行政職Ⅰ（上級・初級）9人程
•一般行政職Ⅱ（社会福祉士）（上級）若干名
•建築技術職（上級）若干名
•消防職（上級・初級）若干名

※郵送で申し込みする場合は、封筒の表に「受験申込」と朱
　書き、必ず書留郵便で送付してください。

各職種及び試験区分ごとに年齢・資格等の要件があり
ます。詳しくは試験実施要項をご覧ください。

7/31水 8/13 火

受験資格

申込受付期間

所定の申込書を職員課で配布および申込受付します。
申込期間中は試験実施要項および受験申込書を市ホー
ムページからダウンロードすることができます。

受験申込書
の配布

問い合わせ：職員課（内線 2062・2061）

職種、試験
区分および
採用予定
人数　

9/22 日

•一般行政
•一般行政職Ⅱ（社会福祉士
•建築技術職（上級）若干名
•消防職（上級・初級）若干名

7/7/7 31水 8/13 火申込受付期間

職種、試験
区分および
採用予定
人数　

一般行政職Ⅰ（上級・初級）9人程
一般行政職Ⅱ（社会福祉士）（上級）若干名
建築技術職（上級）若干名
消防職（上級・初級）若干名

9/22 日

【令和元年
度】浦添市職

員

採用候補者
選定試験

▼
メ
ー
ル

u
r

a
s

o
e

p
r

e
m

i
u

m
0

1
@

g
m

a
il.c

o
m

▼
F
A
X　
（
８
５
０
）８
８
５
５

取
扱
店
の
説
明
会　
商
品
券
事
業

の
概
要
や
換
金
方
法
等
に
つ
い
て

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。
８
月
７

日（
水
）
▼
１
回
目
午
後
２
時
～

午
後
３
時
▼
２
回
目
午
後
５
時
～

午
後
６
時　

場
所
は「
浦
添
市
立
中

央
公
民
館
３
階
ホ
ー
ル
」を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
説
明
会
に
参
加
し
な
く
て
も
取

り
扱
い
店
舗
と
し
て
申
し
込
む
こ

と
は
可
能
で
す
。

柔
道
に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
の
熱
気

に
圧
倒
さ
れ
た
。
練
習
と
は
い
え

本
番
さ
な
が
ら
の
攻
防
に
し
ば
ら
く
カ
メ

ラ
を
構
え
る
の
を
忘
れ
見
入
り
、
技
を
体

感
し
よ
う
と
も
思
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
思
い
も
ど
こ
か
へ
。
今
月

か
ら
始
ま
る
高
校
生
た
ち
の
熱
い
戦
い
、

要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。　
　
　
　
（
上
江
洲
）

保
育
園
の
取
材
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ

ス
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
私
を
見
て
泣
き
だ
す
人
見
知
り
の
子

も
い
れ
ば
、帰
ろ
う
と
し
た
ら「
待
っ
て
ー
」

と
追
い
か
け
て
泣
く
子
が
い
て
、
保
育
士

さ
ん
た
ち
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
が
、
と
て
も
癒
さ
れ
ま
し
た
。
表
紙
の

保
育
士
さ
ん
が
子
ど
も
を
見
つ
め
る
優
し

い
表
情
が
い
い
で
す
よ
ね
〜
。

（
内
間
）

50
周
年
コ
ラ
ボ
企
画
で
今
度
は
浦
添

市
の
広
報
担
当
が
制
作
し
た
浦

添
市
の
紹
介
記
事
が
名
護
市
の
広
報
８

月
号
に
載
り
ま
す
！
取
材
し
て
い
く
中

で
通
い
た
く
な
る
お
店
が
た
く
さ
ん
増

え
、
ス
ポ
ー
ツ
後
に
ぴ
っ
た
り
な
A
N
A

S
P
O
R
T
S

P
A
R
K

浦
添
で
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
今
年
の
夏
や
っ
て
み
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
！
広
報
う
ら
そ
え
で

も
浦
添
の
良
い
と
こ
ろ
を
い
ろ
い
ろ
紹
介

し
て
い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　

（
棚
原
）

保
育
の
現
場
へ
取
材
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
保
育
士
さ
ん
は
子
ど
も
を

預
け
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
一
緒
に

子
ど
も
を
育
て
る
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
だ
と

改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

お
世
話
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
保
育
士
さ
ん
。　
　
　
　

（
上
原
）

皆
さ
ん
は
浦
添
パ
ル
コ
シ
テ
ィ
へ
行

き
ま
し
た
か
？
私
は
先
日
友
人
と

行
き
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
広
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
。
市
長
コ
ラ
ム
で
も
あ
り
ま

し
た
が
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー「
て
ぃ
ん

さ
ぐ
」
も
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
声

が
聞
こ
え
て
き
て
と
て
も
ほ
っ
こ
り
し
ま

し
た
。
浦
添
市
が
こ
れ
か
ら
も
っ
と
に
ぎ

や
か
な
街
に
な
っ
て
い
く
の
が
楽
し
み
で

す
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
比
嘉
）



見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

てだこホール 大ホール

　物語の舞台は私たちが住むまち、浦添市。鉄の暴風雨
が降り注いだ74年前の約束を果たすため時を超え、世
代を超えて現代へとつながる物語。

プレイガイド：浦添市てだこホール、
　　　　　　 浦添市役所地下売店

場　所

大人999円、小人500円　料　金

開演：午後6時（開場：午後5時）

開演：午後2時（開場：午後1時）

浦添平和発信事業～うらそえ平和演劇会～
Peaceful（ピースフル） 君とつなげる虹色

※当日 500円増、膝上未就学児無料

問い合わせ：浦添ゆいゆいキッズシアター
　　　　　　 ☎（879）7460
　　　　　　 yuiyuikids@gmail.com

一般 1,000円（800円）
小・中・高生 800円（600円）
３歳以上～未就学児 300円（200円）

▲Facebook▲ホームページ　

光と遊べこれが新時代のアート

一般 1,000円（800円）

7/13　～8/25 ᣣ

開館時間／午前9時30分～午後5時
（最終入場は閉館30分前まで）※金曜日は午後7時まで開館
休館日／月曜日 ※8月12日は開館

[主催]琉球新報社 [共催]浦添市教育委員会  [問い合わせ]琉球新報社営業局 ☎（865）5200 （平日：午前10時～午後5時）

観覧料
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TSUBOKURA

※(　)は前売料金、20人以上の団体料金
※市内小中学生は無料招待券配布済み 
※市内３歳～未就学児は保護者同伴で市在住が証明できるもの
を提示すると無料

〈SplashDisplay〉的場やすし
/ 山野真吾
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